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オンライン教育システムの

技術規格 IMS-LD 

方 学芬、土屋 正人 
Fang Xuefen, Masato Tsuchiya 

 

インターネットを利用した教育システムとして、

オンライン教育や e-ラーニングがあります。技術発

展により、体系的に ICT技術を利用したデジタル空

間での教育研究開発が盛んになってきました。本稿

では、教育支援システムの研究分野から、共有再利

用性と相互運用性に注目したラーニングデザイン規

格について紹介します。 

◆ ラーニングデザイン技術規格 

教育技術分野において、現在もっとも影響力があ

る標準規格策定団体として、IMS Global Learning

 Consortium とアメリカ国防総省所属の ADL（Ad

vanced Distributed Learning)があります。 

前者は LRM(Learning Resource Management),

IMS-CP(Contents Package), IMS-LD(Learning 

Desgin),IMS-QTI(Question/Test/Interoperability)

などを制定しています。IEEE,ISO 標準となってい

るものもあり、大学や企業に広く支持されています。 

後者 ADL が制定した SCORM 規格は、企業研修

や職能教育のオンラインシステムと LMS(Learning

 Management System)の開発に広く利用されてい

ます。SCORMのコア部分は e-ラーニングの事実上

の基準となっています。日本では、日本イーラーニ

ングコンソーシアムが普及活動を行っています。 

本稿では、IMSの IMS-LD（ラーニングデザイン）

規格について紹介します。ラーニングデザインには、

デジタル空間での教育システム（コンピテンシーベ

ース教育、パーソナライズド／アダプティブラーニ

ング）に必要とする技術要素が含まれています。デ

ジタル空間と物理空間とを有機的に連携させた教育

は、今後、より高度な実現と普及が期待されます。

また、教育を科学的に運用するシステムは、これか

ら発展する分野の一つだと思います。 

◆ IMS-LD 規格の背景と概要 

e-ラーニングの普及に伴い、デジタル学習リソー

スの共有再利用と相互運用が重要な課題となってい

ます。IMS-LD は、オランダの公開（遠隔教育）大

学(Open University)の EML(教育モデリング言語)

をベースに、2003 年に IMS によって Learning 

Design 規格として標準化され、学習・教授シナリオ

を記述する標準規格として知られています。旧来の

コースベースのアプローチは学習者に規定の学習項

目を課しますが、IMS-LD では学習・教授プロセス

の自動化をサポートします。 

IMS-LD 規格概念モデルは、フォーマルな記述手

法を規定し、様々な学習・教授方法、戦略、目標と

学習・教授アクティビティをモデリングします。 

概念モデルは三つのレベル（A,B,C）で規定され

ています。レベル Aは基本的な要素の記述、レベル

B、C ではコンセプトに関わる機能が追加されてい

ます。ここではレベルCの概念モデルを紹介します。 

◆ IMS-LD の概念モデル 

IMS-LD の概念モデルには、重要な構成要素が三

つあります。 

  Role： 参加者のロール 

 Activity/Activity-structure： 各ロールによって

実行される行為とその構造記述 

  Environment： アクティビティで使われる教材や

サービス 
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これらの要素を使って、学習・教授シナリオを演

劇のメタファで表現します。参加者に Roleを割り当

て、各 Role がどのような Activity をどのような

Environmentで実施するかを設計します。複数参加

者による学習、教授プロセスを記述することができ、

個別学習から協調学習、講義のような集合学習など、

様々な学習・教授形態を表現することができます。

IMS-LD 規格の概念モデルを Fig.1に示します。 

 

Fig.1 IMS-LD 規格概念モデル[1] 

メソッド（method）は、学習目標（ learning 

objective）を達成するために設計された方案です。

この方案を利用できる先決条件（prerequisite）が

規定されます。一つの方案は複数のシナリオ（play）

で構成されます、シナリオは複数の幕（act）で構成

され、幕は順番に実行されます。また、幕は役割配

分（role-part）で構成され、役割配分は一つの役割

（role）と活動（activity）で構成されます。関与す

る人（ person）は役割を持ち、各自の環境

（environment）を利用して学習またはサポート活

動を実施します。環境は学習オブジェクト、サービ

スと学習した結果（outcome）から構成されます。

活動の結果は実行中に環境に反映していきます。記

述した方案は XML 形式に展開されます。Fig.2 に

XML Binding の例を示します。 

 

Fig.2 MS learning Design XML Binding [2] 

◆ IMS 規格の利用状況 

IMS団体は、教育システムの開発者、利用者に有

益な情報を発信しています。IMS の年報によると、

2014年の加盟法人は、教育機関と ITベンダ合わせ

て 300社に達し、新規メンバは 56社増。2010年の

倍になっています。IMS-LD をベースした WBL 

(Work-Based Learning）の研究開発も、別の機会に

紹介したいと思います。 
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